
勤
務
す
る
た
め
、
災
害
時
の

初
動
対
応
や
被
害
状
況
の
把

握
に
困
難
が
生
ま
れ
る
と

し
、「（『
特
別
区
』
に
）司
令

塔
と
な
る
危
機
管
理
室
が
あ

っ
て
も
、
何
ら
そ
の
役
割
や

責
任
は
果
た
せ
な
い
」
と
力

説
し
ま
し
た
。

　

府
内
で
は
、
基
本
的
に
各

自
治
体
が
消
防
局
や
消
防
本

部
な
ど
消
防
業
務
を
担
っ
て

い
ま
す
が
、
独
立
し
た
自
治

体
で
あ
る
は
ず
の
「
特
別

区
」
は
自
前
の
消
防
局
を
持

た
ず
、
府
知
事
が
消
防
組
織

の
管
理
責
任
者
に
な
り
ま

す
。

　

寺
戸
氏
は
、「
消
防
の
こ

と
を
審
議
し
て
決
定
す
る
の

は
府
議
会
に
な
り
、『
特
別

区
』
の
自
己
決
定
権
が
失
わ

れ
る
」
と
指
摘
。「
消
防
業

務
の
府
へ
の
一
本
化
は
、
市

民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
の
も
の
で
は
な
い
。
自
前

の
消
防
局
を
持
て
な
い
よ
う

な
ら
、『
特
別
区
』
に
す
る

必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
」
と

批
判
し
ま
し
た
。

全
庁
的
な
調
整
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。「
協
定

書
」
で
は
「
特
別
区
」
の
危

機
管
理
室
の
体
制
は
４
区
で

計
90
人
、
１
区
当
た
り
20
人

強
の
職
員
数
に
な
り
、
業
務

は
ほ
ぼ
変
わ
り
ま
せ
ん
。

危
機
監
理
の
役
割

や
責
任
果
た
せ
ぬ

　

寺
戸
氏
は
、
現
淀
川
区
で

は
、
市
民
協
働
課
が
区
内
の

地
域
振
興
や
街
づ
く
り
、
危

機
管
理
に
関
わ
る
防
災
・
防

犯
な
ど
の
業
務
を
25
人
で
兼

務
し
て
い
る
と
指
摘
。
５
つ

の
行
政
区
を
合
わ
せ
て
設
置

　

８
月
27
日
の
市
政
改
革
委

員
会
で
寺
戸
月
美
議
員
は
、

「
特
別
区
」
に
移
行
し
た
場

合
の
、
災
害
時
の
危
機
管
理

体
制
や
権
限
な
ど
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
大
阪
市
の
危
機
管

理
室
の
職
員
体
制
は
43
人

で
、
自
然
災
害
や
大
規
模
事

故
が
発
生
し
た
際
に
は
、
危

機
管
理
の
基
本
的
な
政
策
を

立
案
し
、
各
局
を
指
揮
し
て

す
る
新
「
淀
川
区
」
で
、
た

っ
た
20
人
の
配
置
で
、
災
害

か
ら
区
民
の
安
全
を
守
る
役

割
や
責
任
を
果
た
せ
る
の
か

疑
問
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
「
特
別
区
」
で
の
災
害
対

応
に
つ
い
て
危
機
管
理
室

は
、
住
民
投
票
で
「
特
別

区
」
設
置
が
可
決
さ
れ
て
以

降
に
検
討
さ
れ
る
と
答
弁
し

ま
し
た
。
寺
戸
氏
は
、
南
海

・
東
南
海
地
震
は
30
年
以
内

に
80
％
の
確
率
で
発
生
す
る

と
予
測
さ
れ
お
り
、「
特
別

区
」
移
行
の
直
前
で
も
起
こ

り
う
る
と
指
摘
。
新
「
淀
川

区
」
の
本
庁
職
員
の
約
８
割

が
、
区
外
の
中
之
島
庁
舎
に

わ
ず
か
20
人
の
体
制
で

災
害
で
役
割
果
た
せ
ぬ

市
政
改
革
委
員
会 

寺
戸
議
員
が
質
問

寺戸月美議員

shikai
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